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1.捨てることと持つこと 2.目を離さないでいなさい 3.キリストを考えなさい
▲ヘブル 12:1(このように多くの証人たちが、雲のように私
たちを取り巻いているのですから、私たちも、いっさいの

重荷とまつわりつく罪とを捨てて、私たちの前に置かれて

いる競走を忍耐をもって走り続けようではありませんか)
―本当の答えは天国までいくことである。信仰の走者とし

て歩む中で邪魔するものを捨てるように。

1)重荷―捨てること(マタ 11:28)
(1)罪、罪悪感の重荷を捨てる―キリストが罪を赦した
(2)心配、不安、この世の物を捨てる
①心配、思い煩い―Ⅰペテ 5:7―8(あなたがたの思い煩い
を、いっさい神にゆだねなさい。神があなたがたのことを

心配してくださるからです)
②悪魔は心配、不安を通して攻撃する。

③心配、思い煩いを主に全て委ねるように。

2)まとわりつく罪―お金、肉、快楽など
(1)まとわりつく罪の中では信仰生活が難しい
(2)キリストが私たちの罪を完全に赦した。
(3)ヘブル 12:14-16(そのためには、あなたがたはよく監督
して、だれも神の恵みから落ちる者がないように、また、

苦い根が芽を出して悩ましたり、これによって多くの人が

汚されたりすることのないように、また、不品行の者や、

一杯の食物と引き替えに自分のものであった長子の権利

を売ったエサウのような俗悪な者がないようにしなさい)
①信仰生活で人に対する憎しみのある人は信仰が難しい

②キリストが十字架にかかって死なれて罪を解決した。

・キリストが入った瞬間に霊が生かされた。

・神様の子どもは罪や欲望の信仰を無くさせる物を捨てる

・エサウのようにおかゆ一杯で信仰を捨てるのは違う。

・まとわりつく罪を捨てるように。

・キリストの恵みを分かって歩むように。

3)忍耐―ローマ 5:3-4(そればかりではなく、患難さえも喜ん
でいます。それは、患難が忍耐を生み出し、忍耐が練られ

た品性を生み出し、練られた品性が希望を生み出すと知っ

ているからです)

▲ヘブル 12:2(信仰の創始者であり、完成者であるイエス
から目を離さないでいなさい。イエスは、ご自分の前に

置かれた喜びのゆえに、はずかしめをものともせずに十

字架を忍び、神の御座の右に着座されました)
1)信仰の創始者
①ヨハネ19:30(イエスは、酸いぶどう酒を受けられると、
「完了した。」と言われた。そして、頭をたれて、霊を

お渡しになった)
―キリストは全ての問題の解決（悪魔,罪,地獄から解放)
②ローマ 5:8(しかし私たちがまだ罪人であったとき、キ
リストが私たちのために死んでくださったことにより、

神は私たちに対するご自身の愛を明らかにしておられ

ます)
2)信仰の完成者―ガラテヤ 2:20(私はキリストとともに十
字架につけられました。もはや私が生きているのではな

く、キリストが私のうちに生きておられるのです。いま

私が、この世に生きているのは、私を愛し私のためにご

自身をお捨てになった神の御子を信じる信仰によって

いるのです)
(1)私の昔の人がキリストと共に十字架につけられた。
(2)ヨハネ 14:26(しかし、助け主、すなわち、父がわたし
の名によってお遣わしになる聖霊は、あなたがたにすべ

てのことを教え、また、わたしがあなたがたに話したす

べてのことを思い起こさせてくださいます)
①聖霊様が共におられる。

②信仰の創始者で完成者であるので、キリストが私に内

住をしているのでキリストをいつも見上げるように。

③使徒 1:11(「ガリラヤの人たち。なぜ天を見上げて立
っているのですか。あなたがたを離れて天に上げられた

このイエスは、天に上って行かれるのをあなたがたが見

たときと同じ有様で、またおいでになります)

▲様々な絶望がある時代である。キリストを考えなさい。

(1)ヘブル 12:3(あなたがたは、罪人たちのこのような反抗を忍
ばれた方のことを考えなさい。それは、あなたがたの心が元気

を失い、疲れ果ててしまわないためです)
・サタンの反抗を忍ばれた主を考えなさい。

(2)ピリピ 2:8―9(キリストは人としての性質をもって現れ、自
分を卑しくし、死にまで従い、実に十字架の死にまでも従われ

たのです。それゆえ神は、キリストを高く上げてすべての名に

まさる名をお与えになりました)
・信仰の継承、試練、迫害に勝利をするとたくさんの報いが

待っている。

(3)Ⅱテモテ 4:7-8(私は勇敢に戦い、走るべき道のりを走り終
え、信仰を守り通しました。今からは、義の栄冠が私のために

用意されているだけです。かの日には、正しい審判者である主

が、それを私に授けてくださるのです。私だけでなく、主の現

われを慕っている者には、だれにでも授けてくださるのです)
・私たちの信仰生活の終わりには命の冠が与えられている。

▲結論

①毎日の信仰の走りをするように。

②神様の御言葉を信じる時にその通りになさる。

③私の中におられる聖霊様が完成できるように助ける

④信仰の勝利者になるように。

―その中に全ての祝福があり人生の作品が残される。

⑤教会を強くする人になれ。



区域地教会（2018 年 8 月 19 日～8月 26 日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「信仰の走者」(ヘブル 12:1-3）

【讃美】 456 主とともにあゆむ

【祈り】

①教会の祈りの課題

・「決断」「正しい癒し」「サミットの祝福」(本部元旦メッセージ)の成就のために。

・「日本と世界を生かす教会」(使徒 11:19－30)(福音宣教教会元旦メッセージ)の

成就のために。

・ 3 今日(御言葉、祈り、伝道)、 3 弟子(秘密決死隊、レムナントミニストリー、Holy Mason)、

3 サミット(霊的サミット、技能サミット、文化サミット)の契約を掴み成就を味わう。

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

とは、限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

福音宣教教会

10の祈り題

(1)日本 1％福音化（使 18：9-10 ・ローマ 16：20）
(2)第 2 の宗教改革（マタ 16：16、I ペテ 2：9）
(3)日本 8,000 教会（使 17：1-3）
(4)200 地教会（創 41：36－38）
(5)1,000 大学（福音の人材、福音エリート/使 19：9-10)
(6)伝道(重職者)運動（3 弟子/ローマ 16 章）
(7)レムナント運動（イザ 6：13 / 3 サミット）
(8)癒しの運動（使徒 19：8-20）
(9)日本神学校、東日本神学校と教役者－Ⅱ列 6：8―23
(10)世界宣教（マタ 24：14、使 1：8）

伝道対象者

お知らせ

・青少年 Vision Trip(山口、広島)(8 月 20 日―23日)

・大学修練会(8 月 27 日―30 日)

・本部集中伝道神学院(名古屋)(9 月 22 日～24 日)

・日本伝道集会(名古屋―今池ガスホール)

(10 月 2日(火)～3日(水))

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


